


















































食い違うということは読者にその物語 内容を理解する上で混乱を生じさせてしまう要因になりかねない。では、西鶴はそうしたを一切承知しない ま、この『日本永代蔵』を刊行 たのだろうか。それとも、その本文 の食い違いは故意に引き起こされたも なのだろうか。
これまで西鶴自筆の挿絵とされている作品『好色一代男』などに












































た先行作『堪忍記』という作品をもじった『甚忍記』という作品の構成についてある程度形にしていたこ が推測できるのである。「人は一代名は末代」と煽り文句のような一文が記されていること。そして、 ほど記したように『甚忍記』と う題名の下部に五つの章立てがなされ い ことから、先に記した推測に加え、おそらく西鶴は『日本永代蔵』の執筆を終え 書き上げ ものを発表するべく書肆に渡 た際には、既に『甚忍記』の大まかな構想を決めていたことが推測できるのである。この『甚忍記』は結局出版されることは無かったようだが、この
広告は他の書籍では見ることのできないものである。同時代の他の筆者の書籍では、巻末には出版年月と出版した書肆の所在地及び書肆名が書かれ、その他の文章 書かれ いる場合で っても、 れに本文の最後に付け加え ようにして何かしらの短い一文が添えられる程度であった。
それに加え、この『日本永代蔵』が江戸、京都、大坂の三都の書


































囲に認められて たということを示すと共に、わざわざ書肆に自ら指示を出し、そ ぞれ 作品について挿絵の挿入位置や内容といった細部にまで造本につ て監督す ほど本文以外の部分についても重要視し本作りを行っていたということの証明に る である。
そのため、この『日本永代蔵』の挿絵に時折存在する、本文と異









に見舞われ財を失うも、自身の機転と才智によって財を築くまでを描いた話であり、その語りは長崎貿易につ 述べる文章から、和人、唐人の商売方法 違 についての説明で始まる。そして、対比構造となっている説話を例に出し 商売人は客を騙すということしてはいけ 、正直でいなければならないとその教訓を示す そ
の後に博多に住む主人公金屋の物語が始まるのである。この金屋は、「一年に三度迄の大風」にみまわれ、資産を失ってしまう。その後、長崎で商売をしようと長崎へ行くも、才智があっても資金が足りずに行き詰まってしまう。そんな時、思うようにならぬことに苛立った金屋が以前懇意に ていた遊女、花鳥のもとを訪れると、そこには高い価値のある古筆切れが貼られた枕屏風が置かれていた。一目でその屏風の価値を見破った金屋は、なんとかその屏風を花鳥から譲り受けようと、策を練り彼女のもとへ通い詰める。そうして遊女のもとへ通い詰めるうちに、花鳥は金屋に対する情を示すために自身の髪を切っても惜しくないと思うほどにまで懇意となった。そして、花鳥から屏風を譲り受けるこ に成功 た金屋は屏風を手に都へと上り、その屏風を元手として見事商人としての成功を収めた。成功をおさめた後、再び花鳥の元へと赴き 身請けしたうえで、必要な諸道具を何不自由ないよう そろえてやり、花鳥が心を寄せていた男に沿わせてやるのである。それを知った人々は、のことを「一度は遊女を騙したが、これは好まし やり方だ。その目利き、抜け目のない男だ」といって皆金屋 ことをほめたたえという。
この巻四―二「心を畳込古筆屏風」を考察していく上で、物語の
内容に重点を置 西鶴が他作品より取り入れ と思しき趣向 つて論じている先行研究を挙げたい。
まず、浮橋康彦氏による『一目千両』とこの『日本永代蔵』巻四





























































唐土人は律儀に、言ひ約束の違はず、絹物に奥口せず、薬種に紛れ物せず、木は木 銀は銀に、幾年か変わる事なし。只ひたすらこきは日本 次第に針を短く摺り、織布の幅を縮め、傘にも油を引かず、銭安きを本として、売 渡すと後を構はず。 （中略）これ 思ふに を抜くこ は後続かず。正直なれば神明も頭に宿り、貞廉なれば仏陀も心を照らす。
この戒めの内容に通じる文が、 『堪忍記』にも存在する。この文では、まず
世に人のいへる事あ 。商人と屏風とハ。すぐなればたてらず云へり。まがりて国家の用 なす物ハ。釣と番匠の鉄曲子なり。勾りて害あるものハ。縫針と。矢箆。人の心こ さらに。奉行頭人の。掟は更なり。商人ハ利分をもとめて。世 渡り業 す。利分を得ずハ。いかでか世にたてらん ろこしの。韓康伯が身を。ひそめ名をかくして。薬を市にうりつゝ 虚値をいはず。これも利分なくハ世に。飢へ 死ぬべし。
と、商人はただ正直なのではいけない。商人は利分を追求するべきであるとしながらも、後の文




者に提示するための文言を締める言葉として、どちらも神罰、仏罰による影響を記している。 『日本永代蔵』では「正直なれば神明も頭に宿り、貞廉なれば仏陀も心を照らす」と記され、 『堪忍記』では「天地の冥慮にたがひ。行末久しかるべからず」と記されている。内容自体はそれぞれ正反対の意味であるが どち も人の言動次第では神仏や天地から何らかの影響、罰を受ける いうことを述べている。
説話の冒頭に、こうした宗教的な観念である天罰を受けるという































『日本永代蔵』巻四―二「心を畳込古筆屏風」の序文との内容が一致していること 踏まえて考察し いくと、金屋の行動はまさに「商人と屏風とハ。すぐなればたてらずと云へり」という一文そのままの行動であ ということをここで指摘したい。
金屋の行動を『堪忍記』の一文に従い読み替えると、遊女から屏












しむ花鳥と金屋の姿が見える。そして、金屋の手には花鳥から譲り受けた七宝つなぎの模様 描かれ 屏風がある。画面左手には、その二人の様子を見守る遣手と禿の姿を見ることがで る。花鳥や金屋と同じように、画面左下で別れを惜しんで る様子の禿に対し、画面左上の遣手はそうした三人 子を冷静な目で見つめている。
この挿絵は、別れの場面であるから中央の二人は泣いているとい





















































































































































































































































































加藤良輔「挿絵を読む―『好色一代女』の図像学」 （ 『 文學誌要 第六
六号二〇〇二年
　
法政大学国文学会）
